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枝幸の生活とコロナの爲眞観測と（1）
　　第1観測除荒木潜心
L観測場所と宿所と
　5月17母朝枝幸に着き，槻測町所として，かねて村役揚へ申出てみた小學
校庭を見る．西の方に低い山があり，理想的といへる。海に近いので，天聴
がいくらか心配なのと，吹きさらしのこととて風はおそろしかった．宿所は
實科女學校の全校舎を與へられ，20名の生徒諸君は小酒校の廊下を臨時教蓄
に，村役揚から雇うてくれた老女と女學校の松村教論に食事萬端のお世話に
なった。滞在40日闇，實に愉快な生活であった。永久に憎しい想ひ出として
残ることであらう。
　観測機械の荷解き，組立，大工の職揚として，雨天膿骨揚をながらく借用
し，小學児童は裏校庭全部を．鵠よれ，40年前の日食記念の挾い小學校舎に女
地生まで入れたり，随分の我ままを快くきいてもらったことは感謝の外はな
い．
　　　　　　　　　　　2．観測機械と据付と
　京都から持参したものはザノレ1・リウス製の古いシ1ロスタト，第2三面鏡
口径10cm下肥距離10m（詳しくは970cm）の故中村氏製のレンズ（これは
1929年スマトラ島のfi食の時に使はれた），花山の太陽館で毎「1使ってみた
焦黒占面シヤツタ1，四つ切取二等であった．クロノメ1タ】は花山のものLラ
ンゲ「號，柴田班と共通使用．長波無電受信器は宿所においた．
　観測地の緯度が京都よりも約10。高いので，シ1ロスタトの豪をそれだけ
傾ける必要がある．土樽はコンクリ1bを使はす，太いトドマツの杭を澤由
打込んで，その上に厚い板をおき，板は出來るだけそりかへらないやうにと
大工の手をかけた．鏡は，はじめ10日置のものを使ふつもりであったが，柴
田班の15cm　Zi緬鏡2枚共不要といふので，それを借り，第1鏡は15cmを
常用し，第2鏡は，皆既食のために15cmの鍍銀鏡を，部分食のために10cm
の無銀鏡を使った．極軸は北極星の下方維過から決定．シ1ロスタトの運縛
時計が度度の不調に困った．第2卒面鏡は第1卒面鏡の西市西約1mのところ
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に猫立の毫をつくっておき，それから北の方へ太陽の光を導くことにした．
これ等はすべて稻葉氏の案で，第2’ド面鏡を南におかないのは皆既時の光を
十分取入れるため，第2’ト面鏡から北に太陽の光を導くのは第1鏡の上を通さ
ないため，此のシ1ロスタトはシデロスタトとしても使へる機械であるが，
精巧な割合に運搬といふことを少しも考へてるない製作で，荷づくりの時随
分細かく分解せねばならなかった．
　一定方向に水ノドに導いた光は焦貼面シヤツタ1を通ってレンズに入り，枝
幸でつくった木製の噌箱の北端に第2のシヤツタ1を持ち，取枠に至るやう
になる・第2シヤツタ1と取枠とは絶縁し，黒布で連絡してみる．
　シ1ロスタトの部分は，2本のレ1ルによって，小屋が棚方に旧く動くや
うにした．花lllの太陽館の式と同一・・である．第1シヤツタ1とレンズと噌箱
とは別の長い小屋をつくって保護し，第2シヤツタ1と取枠との部分は更に
第3の小屋をつくり，ここは3方の板が皆取外し出來るやうにした．
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　出來上ったところの戦乱をこしに掲げる．甫西から撮ったもので，（人物は
中央が私，右が宮本氏，左の後向のが竹田先生）これで観測小屋の外観と内部とが
略了解出譲るであらう．
　ク・ノメ1タ1は柴田班との中央におく．又，その北方に高い桂をたてて，
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日章旗を掲げる．6月11日には中華民習の南京天文蔓観測班が到着したので，
その頃から國旗をかかげて意氣を示す．民國班も機械の据付を終ると，もう
青天白H旗をたててみた．
　槻測所の凋il｛には廣く杭を打って針金をひく，これはただ型だけのもので
あったが，助かった．村民諸君は日食の前日及び即日をのぞき，あまり三洋
所に近づかうとはしなかった．
　　　　　　　　　　　　3．襯測者の往來
　順序が攣なことになったが，はじめ枝幸には，コロナグラフ班として稻葉
氏と私と、．スペク1・ル班として柴田氏と荒木九皐．氏との4人であったが，5月
21日，鳥取縣の本田氏來着．氏は皆臨食中に黄道光観測とV・ふ前古未曾有の
計書を山本教慶から命ぜられてるたが，別に機械設備もないので，私達の班
及び久田班を實によく手傳ってくれた．全くへりくだった態度で，而も天文
のことは一・通りわかるので，何かと都合よかった．感謝の至り．
　5月25日，稻葉氏は，山本教授とシベリヤ遠征のため，枝幸を去られた・
その後はしばらく私がコロナグラフの責任を持つ．
　2週間を4人で淋しくしてみたが，6月7日宮本氏コ・ナグラフの主任として
來着．9日には竹田助教授來られ，陣容が釜ミ整ぴつつある・
　15日，水澤緯度観測所の後藤氏來着．時計係をお聴する．翌16日，岸和田
の室田氏來訪，氏は京都大下天文部の：先輩．宿所は民國の方と一しょであっ
たが，後藤氏を助けていただく．
　これで全員揃った。宿所は7入．にぎやかであった・
　　　　　　　　　　　　4．爲眞階室
　槻測所から近い方がいV・ので，小早校の雨天膿操揚の出口を仕切って，流
しをつけ，留口を張り，電燈をびく．宿所の方にとも考へたが，わっかなが
ら遠いので，見童の入口をふさいで不便を與へてすまなかったが，小學校の
方にした暗室は早くから作った．水のないのには困った．挙動揚の井戸，
或は校舎内の小使室の井戸の水を汲んで行く．爲眞の水洗は宿漸の豪胆でし
た．ここでも井戸から水をつり上げるのである．
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　　　　　　　　5・時報とクロノメ1タ1の進度と
　時計はすべて経験深い稻葉氏の澹當されるところであったが，稻葉氏去ら
れてからは私が澹當・差支ない限り，午前11時と午後9時との2圃受信した・
外甥の電波は相手にしなかった．民國のクロノメ1タ1をあっかる頃から本
田氏が助けてくれた・民國の時計は多く本田氏によって見られた．日食前日
と當Hとは特別な時報があったが，私達では18日目11時，13時，ユ4時，ユ5時，
16時，17時及び21時，19日には11時，17時，21時のみをとった．皆既時刻中
のものはとらなかった．時報はすべて宿所でとり，観測所にはアンテナを張
らなかったのである．クロノメ1タ書の進度は非常によく，十分観測に役立
つた．
　　　　　　　　　　　6．機械の試験と練習と
　主力をそそいだのが運轄時計である．實に氣まぐれで，動かなくなること
さへあり，随分困ったが，要するに聞に合った・皆既食當臼も決して好調で
はなかったが．
　第2李面鏡を鍍銀15Cm鏡にするのと，無銀の10cm鏡にするのとで，焦
黙面が著しく相異する。これは鏡が正しv・李面でなv・ため．而も，無銀鏡は
太陽熱を吸牧するため，陽にさらすと油壷の位置がかなり攣って來る．この
ため，取枠ののってみる毫は最後まで固定しなかった，
　第2三面鏡は高い鐡柱の上にあるので，風でゆれる・眼には感じない程度
にゆれてみても，10mの三三ではおそろしい程のうごき：方である．野外の観
測にはこの式はよくなV、．
　部分食の撮影にはレンズを56mmに絞ったが，これは止むなくの手段で，
むしろ露出時闘を1／1000秒以下にし，絞らなv・でブイルタ1を使ふ方がいい
に決ってみる．F200では像がよくない．
　皆既食の撮影をすませて，部分食の撮影に入る前に，第2zド面鏡の交換作
業があるが，これはうす暗いところでも正しく出惜るやうに，豪に墨でしる
しをつけたり，練習もしたりした．
部分食のシヤツタ】は竹田先生，皆既食のシヤツタ1は宮本氏で，各自火
の出るやうな練習振りであった．（っ璽く）
